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言うまでもなく、ロンドンは、つねに、そこかしこで、ジェントリフィケー
ションが起こっている都市の代表です。当然その「被害」は深刻
なものですが、同時にそこには、強靭で豊かな抵抗運動の蓄積と
連携があります。そのなかで多様な女性とノンバイナリーの人々、
そしてフェミニストたちが大きく主体性を発揮していることは、あまり
知られていませんが、重要なことです。本報告では、最新の事例
を追うかたちで、その様態と意義を簡潔に解説したいと思います。
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